
議案第 28 号 
 

令和５年度篠栗町水道事業会計予算 
 
（総則） 
第１条 令和５年度篠栗町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 
（業務の予定量） 
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 
 

（１） 給水戸数（月平均） 12,502 戸  
（２） 年間総給水量 2,698,000 ㎥  
（３） 一日平均給水量 7,372 ㎥  
（４） 主要な建設改良費    
  配水管整備工事 128,217 千円  
  施設整備工事 73,920 千円  

 
（収益的収入及び支出） 
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 
 
 収 入 

第１款  水道事業収益 640,553 千円  
 第１項  営業収益 611,652 千円  
 第２項  営業外収益 28,900 千円  
 第３項  特別利益 1 千円  

 
 支 出 

第１款  水道事業費用 550,806 千円  
 第１項  営業費用 530,429 千円  
 第２項  営業外費用 18,877 千円  
 第３項  特別損失 500 千円  
 第４項  予備費 1,000 千円  

  
 
 
 
 4 
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（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 158,856 千円は、過年度分損益勘定留保資金 17,834 千円、当年度

分損益勘定留保資金 112,838 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 
23,134 千円、建設改良積立金 5,050 千円で補てんするものとする。） 

 
 収 入 

第１款  資本的収入 224,600 千円  
 第１項  企業債 224,600 千円  

  
支 出 

第１款  資本的支出 383,456 千円  
 第１項  建設改良費 254,474 千円  
 第３項  企業債償還金 128,982 千円  

 
（企業債） 
第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 
 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

配水管及び施設

等建設改良工事

費 
224,600 千円 証書借入 

4.0%以内（た

だし、利率見直

し方式で借り入

れる政府資金及

び地方公共団体

金融機構資金に

ついて、利率見

直しを行った後

においては、当

該見直し後の利

率） 

政府資金及び地方

公共団体金融機構資

金については、その

融資条件により、銀

行その他の場合には

その債権者と協定す

るものによる。ただ

し、企業財政の都合

により据置期間及び

償還期限を短縮し、

又は繰上償還もしく

は低利に借換えする

ことができる。 
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（予定支出の各項の経費の金額の流用） 
第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
 
 （１）収益的支出のうち、消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用の

間の流用 
 
（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 
第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し又

はそれ以外の経費をその経費の全額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 
 
（１）職員給与費  45,005 千円 

 
（たな卸資産購入限度額） 
第８条 たな卸資産の購入限度額は、5,280 千円と定める。 

 
 

  令和５年３月１日提出 
 
                          篠栗町長  三 浦  正 
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（単位：千円）

1 水道事業収益 640,553

1 営業収益 611,652

1 給水収益 574,669

2 受託工事収益 2,000

3 その他営業収益 34,983

2 営業外収益 28,900

1 受取利息 4

2 営業外雑収益 6,788

3 賃貸料 12

5 消費税及び地方消費税還付金 1

7 長期前受金戻入益 22,093

8 引当金戻入益 2

3 特別利益 1

2 過年度損益修正益 1

予定額目項款

令和５年度 篠栗町水道事業会計予算実施計画

収    益    的    収    入   及   び   支   出

収      　　  入

備考
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（単位：千円）

1 水道事業費用 550,806

1 営業費用 530,429

1 原水及び浄水費 300,260

2 配水及び給水費 41,052

3 受託工事費 2,000

4 総係費 52,186

5 減価償却費 124,749

6 資産減耗費 10,182

2 営業外費用 18,877

1 支払利息 8,877

2 消費税及び地方消費税 10,000

3 特別損失 500

5 過年度損益修正損 500

4 予備費 1,000

1 予備費 1,000

支      　　  出

款 項 目 予定額 備考
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（単位：千円）

1 資本的収入 224,600

1 企業債 224,600

1 企業債 224,600

款 項 目 予定額 備考

収      　　  入

資    本    的    収    入   及   び   支   出
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（単位：千円）

1 資本的支出 383,456

1 建設改良費 254,474

1 改良費 249,194

2 固定資産購入費 5,280

3 企業債償還金 128,982

1 企業債償還金 128,982

支      　　  出

款 項 目 予定額 備考
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュフロー

当年度純利益（△は純損失）

減価償却費

固定資産除却費

賞与引当金の増減額（△は減少）

貸倒引当金の増減額（△は減少）

長期前受金の戻入額

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱費

未収金の増減額（△は増加）

未払金・未払費用の増減額（△は減少）

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費

業務活動によるキャッシュフロー ①

Ⅱ 投資活動によるキャッシュフロー

固定資産取得・建設改良事業等実施額

投資活動によるキャッシュフロー ②

Ⅲ 財務活動によるキャッシュフロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュフロー ③

Ⅳ 現金預金の増加額　　④ = ① + ② + ③

Ⅴ 現金預金の期首残高

Ⅵ 現金預金の期末残高

73,967

124,749

10,182

（令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）
（単位：千円）（間接法）

令和５年度　篠栗町水道事業予定キャッシュフロー計算書

△ 493

△ 22,093

△ 4

8,877

4

218,251

△ 231,340

△ 231,340

△ 8,877

615,758

224,600

227,124

698,287

82,529

△ 128,982

95,618

△ 11

25,859

6,091
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１　総　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

特別職 一般職 報　酬 給　料 賃　金 手　当 計

0 6 0 22,285 0 13,141 35,426

0 0 0 0 0 0 0

0 6 0 22,285 0 13,141 35,426

0 6 0 22,097 0 14,159 36,256

0 0 0 0 0 0 0

0 6 0 22,097 0 14,159 36,256

0 0 0 188 0 △ 1,018 △ 830

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 188 0 △ 1,018 △ 830

（単位：千円）

備　　考

給　与　費

給　　与　　費　　明　　細　　書

0 0△ 62 △ 892

7,153 43,409△ 62 △ 892

42,517

0

42,517

資本勘定支弁職員

合　　　計

0 0

7,153 43,409

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計

0

7,091

7,091

損益勘定支弁職員

区分

合　　　計

職員数
（人）

比　較

前年度

本年度

区分

合　　　計

合　　　計

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

本年度

前年度

法定福利費 合　　計

比　較

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計

損益勘定支弁職員
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手当の内訳 （単位：千円）

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
時間外

勤務手当
管理職
手当

期末勤勉
手当

特殊勤務
手当

558 1,437 0 171 786 1,091 9,098 0

918 1,447 612 102 782 1,086 9,212 0△ 360 △ 10 △ 612 69 4 5 △ 114 0

２　給料及び職員手当の増減額の明細 （単位：千円）

備　　考

36

21

131

円 円

円 円

歳 歳

円 円

円 円

歳 歳

（２）初任給 （単位：円）

－

49

306,903

375,611

技能・労務職

309,514

区分

49

一般行政職

－

技能・労務職

技能・労務職

平均給料月額

一般行政職

一　般　会　計　の　制　度

大学卒

－

－

－

－

平均給料月額

令和5年
4月1日現在

－

－

365,667平均給与月額

平均年齢

185,200

158,900

一般行政職

本　年　度

令和4年
4月1日現在

高校卒

平均年齢

平均給与月額

区　　　分

比　　　較

前　年　度

３　給料及び職員手当の状況

（１）職員1人当り給与

△ 1,018△ 1,018

増減額 増　減　事　由　別　内　訳区　　分

185,200

158,900

給　　料 昇給に伴う増加分

給与改定に伴う増減分

区　　　分

職員手当

－

－

188

人事異動等による

その他の増減分

説　　　明

人事異動等による

その他の増減分
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級

６　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

５　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

４　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

３　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

２　級 1 （1） 20.0 （－） （－） （－）

１　級 （－） （－） （－） （－）

通号級 （－） （－） （－） （－）

計 5 （1） 100.0 （－） （－） （－）

級

６　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

５　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

４　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

３　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

２　級 1 （1） 20.0 （－） （－） （－）

１　級 （－） 0.0 （－） （－） （－）

通号級 （－） （－） （－） （－）

計 5 （1） 100.0 （－） （－） （－）

区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

高度の知
識又は経
験を必要
とする業
務を行う
主事の職

務

主事の職
務

令和4年
4月1日
現在

※（　）内は短時間勤務職員にかかるもの。

一般行政職 技能・労務職

（３）級別職員数
一般行政職 技能・労務職

構成比（%）職員数（人）

構成比（%）
区分

職員数（人）

区分

職員数（人）

職員数（人）

令和5年
4月1日
現在

構成比（%）

（級別の標準的な職務内容）

一
般
行
政
職

構成比（%）

課長、園
長、館長
又は事務
局長の職

務

参事、課
長補佐、
副館長又
は次長の

職務

参事補
佐、主幹、
係長又は
主任主査
の職務

主査の職
務
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６月 １２月 ３月 支給率計

(1.15) (1.15) （－） （2.3）

2.200 2.200 4.40

(1.175) (1.175) （－） （2.35）

2.225 2.225 4.45

(1.15) (1.15) （－） （2.3）

2.200 2.200 4.40

（４）昇給

比率（B）/（A）　（％） 66.7 66.7

本年度 有

（５）期末手当・勤勉手当

区　　分
支給期別支給率（月分）

６号級（人）

備　考
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

※（　）内は再任用職員にかかるもの。

前年度

一般会計
の制度

有

有

２号級（人）

８号級（人）

4 4

4 4

合　　　計 一般行政職 技能・労務職

6 6

技能・労務職一般行政職合　　　計

44

6

比率（B）/（A）　（％）

44

66.766.7

区　　　　　　分

８号級（人）

６号級（人）

４号級（人）

２号級（人）

6

前
　
年
　
度

号
級
数
別
内
訳

本
　
年
　
度

号
級
数
別
内
訳

昇給に係る職員数（B）
（人）

職員数（A）（人）

区　　　　　　分

昇給に係る職員数（B）
（人）

４号級（人）

職員数（A）（人）
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区　　分
20年勤続
（月分）

25年勤続
（月分）

35年勤続
（月分）

最高限度
（月分）

支給率等 24.587 33.271 47.709 47.709

一般会計の制度
（支給率等）

24.587 33.271 47.709 47.709

差異の内容

通　勤　手　当

地　域　手　当

同

同

一般会計の制度との異同区　　　分

（６）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

その他の加算措置等

定年前早期退職特例
措置（2～20%）

備考

定年前早期退職特例
措置（2～20%）

同

同

住　居　手　当

扶　養　手　当

（７）その他の手当
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　(単位：千円)

１　固定資産

（１）有形固定資産

　　　イ　土地 362,100

　　　ロ　建物 248,314

　　　　　減価償却累計額 △ 104,982 143,332

　　　ハ　構築物 4,356,800

　　　　　減価償却累計額 △ 2,128,712 2,228,088

　　　ニ　機械及び装置 1,259,089

　　　　　減価償却累計額 △ 763,109 495,980

　　　ホ　車両及び運搬具 5,266

　　　　　減価償却累計額 △ 2,135 3,131

　　　へ　工具器具及び備品 11,930

　　　　　減価償却累計額 △ 6,658 5,272

　　　ト　建設仮勘定 91,426

　　　有形固定資産合計 3,329,329

（２）無形固定資産

　　　イ　電話加入権 97

　　　無形固定資産合計 97

　　　固定資産合計 3,329,426

２　流動資産

（１）現金預金 698,287

（２）未収金

　　　イ　未収水道料金 47,473

　　　ロ　その他未収金 12

　　　貸倒引当金 △ 2,976 44,509

（３）貯蔵品 6,083

　　　流動資産合計 748,879

３　繰延勘定

（１）開発費 0

　　　開発費償却累計額 0 0

　　　繰延勘定合計 0

　　  資産合計 4,078,305

(令和6年3月31日現在)

令和５年度　篠栗町水道事業予定貸借対照表（当年度）

--- 資 産 の 部 ---
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４　固定負債

（１）企業債 1,062,628

　　　固定負債合計 1,062,628

５　流動負債

（１）企業債 123,989

（２）他会計借入金 0

（３）引当金 3,639

（４）未払金 25,858

（５）その他流動負債 3

　　　流動負債合計 153,489

６　繰延収益

（１）長期前受金

　　　イ　国庫補助金 7,030

　　　ロ　工事負担金 200

　　　ハ　受贈財産評価額 376,322

　　　ニ　その他長期前受金 345,294

　　　長期前受金収益化累計額 △ 249,307

　　　繰延収益合計 479,539

　　　負債合計 1,695,656

７　資本金

 （１）自己資本金 1,661,864

　　　資本金合計 1,661,864

８　剰余金

（１）資本剰余金

　　　イ　国庫補助金 0

　　　ロ　工事負担金 0

　　　ハ　受贈財産評価額 717

　　　ニ　その他資本剰余金 209

　　　資本剰余金合計 926

（２）利益剰余金

　　　イ　減債積立金 200,000

　　　ロ　建設改良積立金 445,892

　　　ハ　当年未処分利益剰余金 73,967

　　　利益剰余金合計 719,859

　　　剰余金合計 720,785

　　　資本合計 2,382,649

　　　負債資本合計 4,078,305

--- 資 本 の 部 ---

--- 負 債 の 部 ---
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注     記 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

 １．資産の評価基準及び評価方法 

 （１）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    貯蔵品・・・先入先出法による原価法 

 

 ２．固定資産の減価償却の方法 

 （１）有形固定資産 

    定額法 

    ・主な耐用年数 

      建物        13 年～50 年 

      構造物        5 年～60 年 

      機械及び装置     8 年～40 年 

      車両及び運搬具    5 年 

      工具器具及び備品   3 年～15 年 

 

 ３．引当金の計上基準 

 （１）退職給付引当金 

     職員の退職手当は、「退職手当負担に関する協定書」に基づき、篠栗町水道事業

会計が毎期支出する福岡県市町村職員退職手当組合に対する一般負担金を除き、一

般会計がその全額を負担することとなっているため、退職給付引当金は計上してい

ない。 

 

 （２）賞与引当金 

     職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、

当事業年度末における支給見込み額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上

している。 

 

 （３）貸倒引当金 

     債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額

を計上している。 

 

 ４．その他会計に関する書類の作成のための基礎となる重要な事項 

 （１）消費税等の会計処理 
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     消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

Ⅱ．予定貸借対照表等に関する注記 

 

 １．引当金の取崩し 

 （１）賞与引当金 

     当事業年度における職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費

の支出にあたり、賞与引当金 3,647 千円を取り崩す見込みである。 

 

 （２）貸倒引当金 

     当事業年度における債権の不納欠損による損失のため、貸倒引当金 600 千円を取

り崩す見込みである。 
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(単位：千円)  

　１　営業収益

　　(1)給水収益 497,181

　　(2)受託工事収益 0

　　(3)その他営業収益 17,408 514,589

　２　営業費用

　　(1)原水及び浄水費 278,154

　　(2)配水及び給水費 37,114

　　(3)受託工事費 0

　　(4)総係費 51,003

　　(5)減価償却費 120,213

　　(6)資産減耗費 12,903

　　(7)その他営業費用 0 499,387

営業利益 15,202

　３　営業外収益

　　(1)受取利息及び配当金 6

　　(2)営業外雑収益 5,999

　　(3)賃貸料 6

　　(4)他会計補助金 0

　　(5)長期前受金戻入益 19,632

　　(6)引当金戻入益 0

　　(7)その他営業外収益 9,680 35,323

　４　営業外費用

　　(1)支払利息 11,733

　　(2)繰延勘定償却 0

　　(3)予備費 0

　　(4)その他営業外費用 15 11,748 23,575

経常利益 38,777

　５　特別利益

　　(1)固定資産売却益 0

　　(2)過年度損益修正益 8

　　(3)その他特別利益 0 8

　６　特別損失

　　(1)固定資産売却損 0

　　(2)貸倒損失 0

　　(3)過年度損益修正損 306

　　(4)その他特別損失 0 306 △ 298

当年度純利益 38,479

前年度繰越利益剰余金 0

その他未処分利益剰余金変動額 0

当年度未処分利益剰余金 38,479

（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

令和４年度　篠栗町水道事業予定損益計算書（前年度）
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　(単位：千円)

１　固定資産

（１）有形固定資産

　　　イ　土地 362,100

　　　ロ　建物 248,314

　　　　　減価償却累計額 △ 100,625 147,689

　　　ハ　構築物 4,333,291

　　　　　減価償却累計額 △ 2,136,867 2,196,424

　　　ニ　機械及び装置 1,272,926

　　　　　減価償却累計額 △ 805,775 467,151

　　　ホ　車両及び運搬具 5,266

　　　　　減価償却累計額 △ 2,135 3,131

　　　へ　工具器具及び備品 8,330

　　　　　減価償却累計額 △ 6,230 2,100

　　　ト　建設仮勘定 54,325

　　　有形固定資産合計 3,232,920

（２）無形固定資産

　　　イ　電話加入権 97

　　　無形固定資産合計 97

　　　固定資産合計 3,233,017

２　流動資産

（１）現金預金 615,758

（２）未収金

　　　イ　未収水道料金 44,837

　　　ロ　その他未収金 8,739

　　　貸倒引当金 △ 3,469 50,107

（３）貯蔵品 6,083

　　　流動資産合計 671,948

３　繰延勘定

（１）開発費 0

　　　開発費償却累計額 0 0

　　　繰延勘定合計 0

　　  資産合計 3,904,965

令和４年度　篠栗町水道事業予定貸借対照表（前年度）

(令和5年3月31日現在)

--- 資 産 の 部 ---
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４　固定負債

（１）企業債 962,017

　　　固定負債合計 962,017

５　流動負債

（１）企業債 128,982

（２）他会計借入金 0

（３）引当金 3,650

（４）未払金 0

（５）その他流動負債 2

　　　流動負債合計 132,634

６　繰延収益

（１）長期前受金

　　　イ　国庫補助金 7,030

　　　ロ　工事負担金 200

　　　ハ　受贈財産評価額 388,288

　　　ニ　その他長期前受金 345,578

　　　長期前受金収益化累計額 △ 239,464

　　　繰延収益合計 501,632

　　　負債合計 1,596,283

７　資本金

（１）自己資本金 1,661,864

　　　資本金合計 1,661,864

８　剰余金

（１）資本剰余金

　　　イ．国庫補助金 0

　　　ロ．工事負担金 0

　　　ハ．受贈財産評価額 717

　　　ニ．その他資本剰余金 209

　　　資本剰余金合計 926

（２）利益剰余金

　　　イ．減債積立金 200,000

　　　ロ．建設改良積立金 407,413

　　　ハ．当年未処分利益剰余金 38,479

　　　利益剰余金合計 645,892

　　　剰余金合計 646,818

　　　資本合計 2,308,682

　　　負債資本合計 3,904,965

--- 資 本 の 部 ---

--- 負 債 の 部 ---
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 水道事業収益 640,553 594,021 46,532

 01 営業収益 611,652 568,039 43,613

01 給水収益 574,669 544,810 29,859

001 水道使用料 574,669

02 受託工事収益 2,000 2,000 0

001 修繕工事収益 1,000

002 配水管敷設工事収益 1,000

03 その他営業収益 34,983 21,229 13,754

001 手数料 384 給水申込手数料 70

給水装置工事検査手数料 100

証明手数料 3

督促手数料 1

指定給水装置工事事業者登録手数料 210

002 負担金 33,550 給水負担金 33,550

004 雑収益 49 電気料金相当額負担金 48

その他雑収益 1

005 他会計負担金 1,000 消火栓修理費用負担金 1,000

 02 営業外収益 28,900 25,981 2,919

01 受取利息 4 6 △ 2

001 預金利息 4

02 営業外雑収益 6,788 6,334 454

002 その他雑収益 6,788 下水道事務負担金 6,788

03 賃貸料 12 6 6

001 賃貸料 12

05 消費税還付金 1 1 0

001 消費税及び地方消費税還付金 1

07 長期前受金戻入益 22,093 19,632 2,461

001 受贈財産評価額長期前受金戻入益 13,483

002 他会計補助金長期前受金戻入益 22

003 国庫補助金長期前受金戻入益 123

007 その他長期前受金戻入益 8,465

08 引当金戻入益 2 2 0

002 賞与引当金戻入益 1

005 貸倒引当金戻入益 1

 03 特別利益 1 1 0

02 過年度損益修正益 1 1 0

001 過年度損益修正益 1

令和５年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

収  入

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 水道事業費用 550,806 558,243 △ 7,437

 01 営業費用 530,429 535,410 △ 4,981

01 原水及び浄水費 300,260 306,229 △ 5,969

008 旅費 3 普通旅費 3

011 備消耗品費 100

012 燃料費 45

013 光熱水費 23

015 通信運搬費 520 電話料金 80

光回線利用料 106

その他通信運搬費 334

017 委託料 57,920 運転維持管理等包括業務委託料 57,420

業務委託料 500

018 手数料 3,327 定期水質検査料 3,319

腸内病原細菌検査料 8

020 修繕費 9,298 施設等修繕費 9,298

023 動力費 19,840

025 材料費 728

026 薬品費 440 その他薬品費 440

027 用地費及び補償費 7,174 水利補償費 7,174

029 受水費 199,152

030 工事請負費 1,430

031 研修費 260

02 配水及び給水費 41,052 41,177 △ 125

001 給料 7,226 一般職給与 7,226

002 手当 3,513 地域手当 462

期末手当 1,059

勤勉手当 933

時間外手当 479

管理職手当 460

通勤手当 120

004 賞与引当金繰入額 1,195 期末・勤勉手当引当金繰入額 996

法定福利費引当金繰入額 199

007 法定福利費 2,272 職員共済組合負担金 2,272

008 旅費 17 普通旅費 8

特別旅費 9

011 備消耗品費 61

012 燃料費 270

013 光熱水費 317

014 印刷製本費 40

015 通信運搬費 264

017 委託料 2,841 漏水調査委託料 300

統合型ＧＩＳ関連委託料 2,541

019 賃借料 482 積算システムリース料 442

令和５年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

その他賃借料 40

020 修繕費 16,104 量水器修繕費 5,104

配水管修繕費 10,000

消火栓等修繕費 1,000

023 動力費 5,914

025 材料費 500

031 研修費 36

03 受託工事費 2,000 2,000 0

020 修繕費 1,000

030 工事請負費 1,000

04 総係費 52,186 52,886 △ 700

001 給料 15,059 一般職給与 15,059

002 手当 8,984 扶養手当 558

地域手当 975

期末手当 2,179

勤勉手当 1,856

時間外手当 307

管理職手当 631

通勤手当 51

退職手当組合負担金 2,427

004 賞与引当金繰入額 2,445 期末・勤勉手当引当金繰入額 2,036

法定福利費引当金繰入額 409

007 法定福利費 4,311 職員共済組合負担金 4,242

公務災害負担金 69

008 旅費 180 普通旅費 14

特別旅費 166

011 備消耗品費 119

014 印刷製本費 1,368 納付書等印刷費 1,104

パフォーマンスチャージ料 264

015 通信運搬費 1,424 郵便料金 1,424

017 委託料 14,069 業務委託料 1,980

検針業務委託料 8,052

料金・会計システム関連業務委託料 4,037

018 手数料 2,831 口座振替取扱手数料 1,069

コンビニ収納手数料 969

クレジット収納手数料 793

019 賃借料 677 料金・会計システムリース料 677

020 修繕費 207 車両運搬具修繕費 207

031 研修費 22

034 会費負担金 181 日本水道協会会費 131

糟屋地区水道協会会費 50

035 保険料 284 建物災害共済払込分担金 117

水道賠償責任保険料 75

令和５年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

自動車任意保険料 72

自賠責保険料（車検） 20

036 公課費 17 軽油引取税 10

自動車重量税（車検） 5

その他公課費 2

038 貸倒引当金繰入額 8

05 減価償却費 124,749 120,213 4,536

001 有形固定資産減価償却費 124,749 建物減価償却費 4,357

構築物減価償却費 85,564

機械及び装置減価償却費 33,215

車輛及び運搬具原価償却費 1,185

工具器具及び運搬具減価償却費 428

06 資産減耗費 10,182 12,905 △ 2,723

001 固定資産除却費 10,181

002 たな卸資産減耗費 1

 02 営業外費用 18,877 21,733 △ 2,856

01 支払利息 8,877 11,733 △ 2,856

001 企業債利息 8,877

02 消費税及び地方消費税 10,000 10,000 0

001 消費税及び地方消費税 10,000

 03 特別損失 500 100 400

05 過年度損益修正損 500 100 400

001 過年度損益修正損 500

 04 予備費 1,000 1,000 0

01 予備費 1,000 1,000 0

001 予備費 1,000

令和５年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 資本的収入 224,600 218,900 5,700

 01 企業債 224,600 218,900 5,700

01 企業債 224,600 218,900 5,700

001 建設改良等企業債 224,600

令和５年度 当初予算内訳書
資本的収入及び支出

収  入

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 資本的支出 383,456 393,569 △ 10,113

 01 建設改良費 254,474 268,358 △ 13,884

01 改良費 249,194 268,020 △ 18,826

017 委託料 47,057 設計委託料 32,530

その他委託料 14,527

030 工事請負費 202,137 配水管整備工事費 128,217

施設等整備工事費 73,920

02 固定資産購入費 5,280 338 4,942

001 有形固定資産購入費 5,280 工具・器具及び備品 3,960

機械及び装置 1,320

 03 企業債償還金 128,982 125,211 3,771

01 企業債償還金 128,982 125,211 3,771

001 建設改良等企業債償還金 128,982

令和５年度 当初予算内訳書
資本的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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